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、

こ
の
同
人
の
提
案
に
一
口
及
し
つ
つ
、

い
る
よ
う
に
、
わ
れ
ね
れ
の
山
叫
ん
い
の
行
萱
は
椋
の
脅
威
に
対
允
す
る
の
に
X

F
刀
で
あ
る
」
と
述
べ
、
大
紋
領
に
波
ば
れ
三
h
袴
兵
将

を
、
胤
重
に
包
攻
し
、
政
情
仇

L
、
い
札
投
入
乞
防
土
す
る
た
め
に
、
以
下
の
お
宮
キ
乙
る
と
出
ペ
て
い
る

i］、

脆
弱
な
場
J昨
に
あ
る
す
べ
℃

η
校
長
誌
と
物
質
合
同
司
川
M
4
1
に
歳
前
に
管
坪

γ
る。

,z, 

校
態
勢
J
U
Y

－
改
め

1
1
5
f
d
、／

f
I
2
3
1内
4
7

校
只
誌
の
叩
判
官
を
ほ
て
さ
せ
る
。

ロ
シ
ア
と
尽
力
）

1,j' 

じ
i
H
i
批
准
心
温
lvゃ
点
心
合
意
を
形
成
す
る
F

新
ド
芯
校
「
ハ
器
羽
物
質
心
作
一
世
「
を
が
市
J
忙

L
f
る
抑
止
バ
む
な
条
約
交
渉
を
行
う
c

'"' 
μ
間
一
長
時
技
術
む
村
山
散
を
停
止
し
、
平
和
的
原
了
刀
が
忠
川
刑
さ
れ
た
い
よ
う
に
す
る
ν

オ
パ
マ
は
こ
の
段
階
に
お
い
て
ー
で
に
、

核
一
ア
門
な
ど
新
た
7d
首
成
を

l
分
に

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
枚
軍
縮
砧
置
を
と
り
除
子

h
A
w
r
h判
利
用
が
核
拡
散
に
富
山
さ
れ
た
い
ハ
YJ策
ど
考
え
て
お
り
、

ブ
ソ
、
ン
ュ
政
権
の
核
政
策
と
は
大
き
く
異
な
る
路
綜
JY、
土
張
、
し
て
い

,_ 
〉手

刀、

ァ
ー
、

i
抗
議
が
王
張
ず
る

に
は
ま
だ
一
斉
及
｛
二
、
い
ぷ
か
つ
に
代

校
百
八
誌
の
な
い
位
界
」

3 

宇
バ
？
の
そ
の
後
の
考
え

r
d

ミ

f

j

3

ノ
」
じ

一C
C
J
J
1
C月
二
心
ン
カ
ゴ
む
の
λ

川
説
で
、
凶
人
の
披
2

来
町
明
確
に
支
持
一
よ
切
り
場
を
表
明

L
十
一
口
彼
は
、
ー
大

統
阻
と

L
て
以
「
心
、
目
立
ノ
に
一
叫
う
だ
ろ
う

o
t凶
は
彼
兵
器
の
存
在
ー
ノ
な
い
計
界
を
辺
ぶ
ず
る
孜
々
は
一
方
的
な
富
i

ね
を
い
い
さ
末
「
る

の
で
は
沿
い
n

校
只
誌
が
存
仕
一
G
J

る
か
ぎ
り
、
技
々
は
強
力
な
絞
抑
止
を
維
持
一
α
る
。
し
か
し
、
代
々
は
、
核
不
拡
散
条
約
の
内
で
の
、

』亡
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比
伏
兵
明
白
心
憎
泊
一
に
F

川
げ
に
三
い
貰
へ
の
約
束
宝
刀
る
L

ミ
サ
イ
ル
の
即
時
八
ん
射
世
r

戒
能
h

勢
伊
、
り
の
解
除
、

仲
間
口
ハ
明
暗
〉
核
物
一
世
ハ

と
注
べ
、

の
ス
ト
ブ
ク
の
大
相
削
減
に
一
口
弘
、
J

た、

4 

＼

＼

｛

、

：

（
f

／

t
 
円。〉
「
北
什
い
桃
山
い
特
に
向
け
て

J亙
采

シ
ム
ル
ソ
リ
同
じ
凶
人
の
メ
〆
パ
ー
が
年
依
に
巾
い
し
て
提
案
は

つ
乙
る
べ
き
お
E

r〆て

ま
ず
未
ロ
が

つ
九
年
に
失
効
す
る
浅
略
兵
器
削
減
条
約

へ
8
1
屯

R
I
J
の
重
安
事
項

）
を
妊
長
す
る
こ
と
、
校
怖
を
ミ
サ
イ
凡
八
王
れ

の
竺
戎
お
よ
び
決
守
必
時
間
JY
長
〈
一
0
2

る一

U
F／
一
取
る
こ
ζ

、
品
料
不
拡
散
条
約
「
N
F
I
）
湾
J
D
監
視
を
強
化
計
二
匂
こ
こ
、

じ
r
H
T

を
ur
ノ
効
さ
は
じ
7

匂
プ
ロ
セ
ス
を
採
択
す
7

匂
こ
と
な
ど
守
主
版
し
た
も
の
で
丸
っ
た
η

一
の
日
記
案
は
、

ー
核
（
（
川
炉
心
な
レ
山
口
介

持
活
士
引
き
続
き
己
扶
ず
る
と
と
も
に
、
そ
、
れ
に
古
J

け
て
の
よ
い
り
具
体
的
苦
措
置
V
同
町
符

し
、
ま
た
こ
心
提
案
が
本
田
山
い
に
お
い
て
も
戸
刑
判
的
に
も
広
〈
レ
ヘ
持
を
定
め
こ
い
る
ご
と
を
強
調
す
る
も
心
で
あ
う
と
J

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

「、

民
主
出
の
室
長
町
駅

一
。
。
一
八
年
八
月
二
斗
ー
に
J

へ
王
党
は
、
エ
の
八
ヱ
国
大
会
で
政
AK制
法
1

乞
採
択
し
土
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
「
本
一
凶
は
牧
丘
（
茶
、
り
な

し
也
界
を
E
ニ
ポ
し
、
そ
の
方
向
い
い
速
な
た
め
の
只
休
日
的
行
動
乞
と
る

p

尚
一
べ

現
行
の
ぷ
搭
m
古
川
現
在
の
危
険
に
対
U
す
る
の
い
j

ヘ
刀
で
目
立
く
、
「
核
只
γ
や
か
存
作
子
ゐ
阪
わ
ノ
強

1
2
L
h如
で
き
る
抑

ιん
を
紘
持
す
る
が
、
日
掛
川
口
〈
答
へ
の
依
存
会
一
低
ト
ー
さ
午
、
光
協
他
的

に
は
了
べ
て
の
稜
日
ハ
将
を
廃
ム
行
士
2

る
世
界
に
お
け
る
ん
が
、
求
自
に
と
コ
て
よ
h
安
全
と
あ
る
L

「均一
J
h
ハ
町
内
を
廃
絶
ず
J

る

と
い
う
月
標
を
、
不
同
の
核
兵
器
政
策
幻
中
心
的
要
素
こ
す
る
L

と
結
論
し
て
い
る
。

、
ア
れ
は
オ
ハ
一
、
仮
人
の
考
え
で
z
め
る
い
ピ
け
で
は
な
く
、
民
i
t
%
と
し
マ
、
心
W4・
♂
ん
で
あ
り
、

一
回
特
心
す
い
か
り
や
ド
～
什
て
い
る
？
冶
わ
り
で
あ () 
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F
Uし
「
r

料 If:吉晴

パV
A
大
芦
な
円
相
川
J
V
次
第
に
方
パ
マ
の
政
策
に
取
り
入
れ
コ
れ
、
叱
d、

ワ

ノ、

fr. 
京
。〕

共
体

的
tゴ旬

t:. 
:,,-

な三〆
( 

i, 
り
ノ、

rし
れ

日え人法学 c,9 •. 2 1<'2.、；32打、zonJ.c 

こ
の
、
ぞ
つ
に
、

オ
ハ
マ
個
人
の
最
初
ト
ら
の
y
f
J

え
に
お
い
亡
も
、

Y
ソ
ン

L

政
権
t
は

オ
バ
守
政
権
の
し
附
以
前
縮
不
拡
山
川
山
政
災
は
、

F、
な
り
、
枝
市
績
を
I
八
曜
に
進
め
る
工
工
主
張
、
て
持
山
小
拡
散
も
多
凶
刷
ご
協
調
的
に
河
川
准
て
よ
ろ
乙
「
る
も
の
で
あ
こ
ぺ
し
か

ソ
ー
パ
ー
提
案
の
け
M
現
に

o
h
v
、
複
山
門
戸
門
に
悶
L
T
J
Q
J
L
持川崎；か

τ山
売
に
’
れ
や
れ
る
よ
う
に
江
り
、

「一一

k
誌
の
な
い
祉
界
と

大
統
領
炭
挙
運
子
山
中
に
、

r八
き
な
進
レ
μ
が
み
ら
れ
る
こ
こ
与
な
ハ
た
U

校
半
～
術
文
↑
策

校一
h
ハ需

ωな
い
世
界
の
海
山
本

オ
パ
マ
は

校
一
ハ
与
の
dq
い
山
川
ノ
へ
の
支
持
常
表
明
し
て
い
な
か
っ
た
が

一
つ
月
の
シ
カ
ゴ
消
説

パ
ゾ
ハ
－
じ
い
に
中
安
の
八
一
町
に
で
は

亡
明
確
に
樗
一
円
（
お
の
な
い
主
罪
合
追
求
す
Q
と
表
明
し
た
怜
兵
叫
干
の
な
い
背
ポ
の
従
来
は
、

一円〉

O
l刊

j
う

7
1
1
1
u芝
己

E
F

）
／
い
一
ノ

f
1
J
一

最
初
で
あ
け
、
そ
れ
は
、
核
兵
明
帝
国
の
拘

ι？
主
が
核
仁
川
八
山
耐
の
な
い
世
界
、
と
い
う
円
際
を
共
同
（
り
事
長
L
Y

す
る
よ
う
、
本
囚
は
働
き
か
け

る
べ
き
で
め
る
と
主
張
し
て
い
た
に
こ
（
U
続出炉、が
kuく
対
立
す
品
的
に
議
論
Y
J
れ、

オ
パ
マ
十
八
統
何
事
、
も
Z

の
影
響
円
台
i
入
品
ご
く
受
バ
て
い
る
ハ

ブ
ラ
ハ
演
説
で
も
、
ー
〈
r
ヨ
私
は
、
咳
！
日
J
Y
め
の
ん
d

い
川
刊
界
い
お
日
る
平
和
と
川
市
交
一
保
障
を
沼
ぷ
ず
る
こ
い
つ
、
ふ
一
回
の
コ
ミ
2

ト
メ
シ
ト

主
、
川
市
か
つ
落
信
ゎ
γ
、号、M
J

つ

C
Z品川、へる

J
1
1

人
統
領
と
、
〕
て
核
只
あ
の
な
い
陛
界
」
主
一
泡
青
山
「
ι令官ィ山間
L
r
色
町
確
に
－
K
川
、
こ
ん
c

大
統
領
害
挙
前
一
前
の

C
C
八
年
八
月
に
採
沢
さ
れ
た
民

t
X政
策
滑
領
て
も
、

次
々
は
、
均
一
日
告
を
廃
絶
一
i
q
r
い
う
日
開
川
を
、

日
仏
日
の
匂
ー
江
八
日
両
政
策
の
！
η

心
的
中
仏
玄
t
す
る
と
述
べ

お
汁
川
、
氏
÷
’
以
内
外
C
政
策
と
な
っ
て
い
る
。

、
」
の
ー
核
兵
認
の
な
パ
世
界
の
追
求
』
に
つ
一
て
は
、
多
く
の
非
核
只
m
A
庄
は
川
町
忠
治
な
反
山
を
不
し
て
お
打
、
ブ
ッ
J

J

L

政
r
ザ
の



場
合
と
は
大
き
く
見
た
り
、
絞
不
拡
散
条
約
（
N
P
T〉
門
松
山
お
ブ
7

之
ス
に
も
有
帯
広
彰
響
を
ヲ
え
る
と
考
え
、
り
わ
る
一
院
点
、

ンび

パ
叫
吋
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
、
役
、
い

Jは枝
氏
誌
に
を
の
囚
｛
不
安
全
保
障
を
依
存
、
〕
続
け
る
、
と
い
う
玄
味
で
、

mJ］
子
炉
つ
消
極
的
な

反
ば
U
が
H
川
、
つ
れ
る
ま
た
筏
期
的
か
っ
羽
主
的
に
、
に
朝
鮮
、

「一
y
／
、
ィ
ザ
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
状
況
の
分
叶
か
ら

γ
ハ
川
設
で
あ
る
と
の
反
論
も
存
ん
い
〆
て
い
る

’
）
か
し
、
ャ
ヌ
パ
マ
ト
八
れ
杭
笥
自
身
「
ソ
、

ァ
ラ
ハ
ヅ
品
川
4

祝
に
お
い
て
、

「
と
の
は
悔
は
す
く
に
は
注
成
ご
さ
な
い
だ
ら
ラ
〉

p

い
ぶ
ん
私
の
牛

さ
γ

J
号
つ
ら
に
は
汁
一
成
で
き
な
い
だ
ろ
「
』

2
述
べ
て
い
Q
よ
入
に
、
こ
の
汗
際
は
一
定
の
昨
間
的
枠
温
み
の
中
で

i
張
さ
れ
て
い

る
も
の
で
は
日
：
、
長
町
山
ι
出
「
寸
隙
こ
し
て
U
4
A

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
U

こ
札
ま
で
の
、
張
に
け
凡
な
る
の
は
、
こ
の
司
擦
が
H
W
絡げい

前
函
に
糾
し
中
川
さ
れ
、
こ
の
刊
川
県
に
円
げ
と
核
｝
早
い
訴
の
具
体
的
措
置
を
2
門
戸
、
レ
く
と
い
う
与
え
で
丸
打
、
日
同
J

と
y

只
八
日
付
件
前
市
続
柄
置

げ
か
機
能
前
に
結
ん
u
さ
れ
と
お
り

て
強
レ
レ
ベ
ル
1
h
N
一
事
一
さ
、
れ
て
い
る
山
一
で
↓
わ
る
し

オ
パ
勺
大
統
犯
の
校
－
ハ
回
附
（
川
ば
い
い
界
の
追
求
に
引
出
し
て
、
注
告
す
べ
な
も
う

つ
の
側
面
は

品
川
兵
山
市
が
介
在
す
る
限
円
、
米

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

凹
む
あ
ら
内
ノ
る
敵
乞
い
川
！
日
ナ
る
た
め
に
、
安
全
で
、
確
か
で
、
初
果
的
な
核
戦
力
を
維
持
す
る

と
述
べ
、
核
抑
止
を
日
夕
、
ま
で
維
持

ず
る
？
と
い
う
方
引
で
あ
る
っ
さ
ら
に
、

1米
国
が
占
的
ド
終
夜
渇
す
る
の
で
は
な
い

17じ
て
、
他
の
核
兵
器
国
と
同
時
進
行
的
内

終
削
減
を
絞
げ
る
け
山
市
川
叫
が
」
h
品
川
し
f
L
お
り
、
米
凶
が
平
犯
で
牧
廃
絶
す
る
と
い
う
考
え
な
れ
門
主
し
て
い
る
L

η

〆（り
L
A
味
て
、
心
円
程
u
i義

的
な
制
点
、
か
り
の
氾
ぷ
で
は
h
a
く

点
実
的
な
説
ム
j
y
炉
、
つ
の
迫
求
で
あ
る
と
孝
夫
つ
れ
る
じ

ィ
ノ
ノ

Y

主
主
主
主

一

］

i
：

の一ハ〉（
U
什可一

p
y再
出
快
討
会
議
で
〈
口
三

L
た
核
兵
器
な
廃
絶
す
る
と
し
九
州
川
八
日
八
帯
同
に
よ
る
明
滑
な
約

京
」
を
4
7心
心
す
る
九
九
三
を
操
h
d一L
て
お
り
、
布
、

I
Vけ
の
な
い
世
界
ノ
↓
い
う
憐
仰
は
ま
っ

勺
亡
、
正
当
コ
ニ
」

ーリu
ふ
／
よ
川
内

] 
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つ

ち
へ
子
、
男
昨
〉
凡
メ
リ
サ
）
千
点
、

F
u
t
i－日
0
1
l

料 If:吉晴

す
パ
マ
大
統
領
は
、
ブ
フ
ハ
｛
品
説
に
お
い
て
、

冷
戦
思
考
五
九
ト
い
や
り
せ
る
と
め
い
、
次
々
は
凶
不
安
全
一
保
防
戦
略
に
お
日
る
玲
」
ム
ハ

間
仙
の
役
械
を
低
ト
さ
せ
、
仙
の
同
も

fAJ「
宅
寸
ユ
下
氏
請
す
る
と
、
夜
兵
器
の
役
割
の
低
下
L

明
品
川
に
己
一
位
し
て
い
る
）
す
バ
コ
は

。ハいい？〕年

お
い
て
も
、
危
険
で
時
代
遅
れ
の
岐
態
勢
を
改
め
る
一
こ
に
よ
り
校
兵
訴
の
役
割
を
れ
下
さ
ざ
る
べ
き
「
L
V
J

三

張

L
て
お
り
、
氏
ヨ
ア
一
片
比
の
政
策
婿
領
で
も
核
兵
民
へ
の
依
存
を
低

F
ち
ぜ
る
」
乙
が
詔
わ
れ
て
お
り
、
環
日
践
の
は
説
の
低
F
と
い
う

政
策
は
寸
パ
マ
政
権
で
確
河
と
し
た
柏
戸
を
続
料
！
ば
て
い
る
。

フ

ノ；

、
不
尽
の
祈
寺
者
は
核
兵
芯
へ
の
伎
十
仔
を
逆
松
ず
る
小
人
げ
の
一
行
政
一
q
J

べ
き
で
あ
る
に
ム
丁
張
し
、
長
体
的
に
は
、

市
川
凱
立
の
怯
河
端
会
一
変
更
し
、
山
科
同
戒
時
尚
一
日
く
し
、
宅
投
に
よ
る
校
淀
川
の
欣
険
を
減
少
さ
せ
る
こ
1
＼
冷
次
期
か
ら
の
大
甲
状
4了
引

l市i

米 ~t
同耳、
I:'.＇す
搾る
タト と
父宮
L土台工
112.' X 

T 

.r. 

f
パ
γ
と
パ
イ
ヂ
ン
ば
新

の
開
発
を
停
止
し
、
本
国
と
？
ン
ア
の
弾
道
ミ
サ

J
O｝
 

ィ
y
を
品
協
同
戒
感
勢
m
N
3

り
解
除
す
る
た
め
口
ン
ア
と
協
心
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
v

ま
と
一
本
国
政
校
心
木
l
安
全
保
障
政
恥

”」一円、
υ

、
T
L

l
v
L
L
V
 

世
戸
戒
お
よ
び
決
定
苛
問
中
」
単
や
す
た
め
ロ
ン
ア
と
協
々
し
、
牧
丘
（
持
h
q
L

－血行
4

心一泊

E
で
党
射
で
き
る
準
備
状
躍
に
維
持
「
る
〉
い
う
冷

戦
の
危
険
な
政
策
己
、
相
一
日
的
に
か
つ
松
正
可
能
な
方
位
で
、
停
止
す
る
た
め
口
、
ン
ア
と
収
吋
制
ひ
2
述
べ
ら
れ
て
い
る
つ

こ
の
「
ざ
い
、
ぬ
戦
時
代
か
ら
引
き
結
】
き
維
持
さ
れ
て
き
た
筈
i
M
即
自
己
射
淀
川
勢
と
い
号
危
険
な
状
沈
は
、

一
ペ
パ
マ
政
怖
に
お
い
て
、

υ
ン
ア
、
と
の
交
渉

ιι
お
い
て
解
除
さ
れ
る
可
隠
性
が
高
い
c

131長
山
内
心
役
誌
を
れ
下
さ
い
L
る

11っ

つつノりト十
A
d
？
浅
利
叩
土

守

、

｛

（

f

j

J

の
使
凶
に
限
定
「
る
こ
1
1
ず
な
れ
ち
河
川
刷
Tm
使

に
川
（
門
戸
ニ
5
F
2
2
1
政
誌
の
保
れ
で
あ
る
」
イ
ド
a

ダ
ル
グ
ー
ら
は
、

次
期
大
統
筒
は
、
、
」
示
日
刀
時
、
兵
器
の
唯

つ
j
i
r
J
み」郎、山川山口

f（

jilf
；

f
c
 

昌
に
よ
る
核
兵
持
の
使
用
合
防

d
一02
る
こ
と
で
あ
る
ζ

公
表
す
べ

こ
主
張
し
て
お
h
、
多
く
の

N
G
U
も
米
包
石
川
丸
紅
川
ぃ
小

l以人法ナお i.2l<Ai i328 :zonJ. 7' 
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使
川
市
政
策
b
f
採
択
「
る
こ
と
を
期
日
し
て
い
る
乙

、）か

L
、
子
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
方
パ
マ
政
権
目
先
制
ヂ
使
じ
ー
に
つ
い
て
は
明
常
に
一
U

及
す
る
ミ
と
は
ま
か
っ
と

r
r
rノ
オ
パ
マ
の

選
挙
活
助
な
叶
ぷ
、
卜
、
以
て
き
た
民
免
許
点
の
1

凶
家
安
全
保
障
諮
問
グ
ル

1
7

は
、
通
い
司
円
ハ
市
街
、
仕
初
日
器
、
化
ぺ
j

兵
需
の
攻

撃
を
抑
一
ゴ
す
る
の
－
に
よ
柊
代
行
八
器
は
ほ
乙
Jυ

ど
信
頼
性
子
な
い
。
こ

記
述
常
兵
待
攻
玖
詑
力
〆
」
強
打
4
h
r
n
｛
日
↓
一
内
政
策
で
あ
る
と
述
べ
、
先
制
ボ
使
川
政
務
を
＋
張
し
て
い
る
υ

の
非
被
攻
撃
を
抑
止
L
防
書
す
る
も
う
と
有
川
刈
な
方
法
は
、
強
力

プ
ッ
シ
ュ
政
権
も
、
核
兵
器

て
い
る
こ
、
土
張
L
、
そ
の
禄
拠
ζ

じ
て
、
戦
時
一
一
本
村
の
一
つ
を
校
お
令
ふ
び
非
核

攻
撃
h
A
乙
規
定
し
、
活
常
任
／
m
H

刊
の
役
ん
刊
を
高
め
る
こ
こ
で
、
絞
兵
器
心
役
害
を
ほ
一
同
さ
せ
て
い
る
こ
説
明
し
て
き
に
n

し
か
し
、
ブ
J

シ
7

一
政
権
し
は
い
同
い
台
戎
慾
勢
を
料
相
ね
し
て
き
；
し
、
核
三
ハ
器
の
わ
句
川
に
均
し
こ
は

レ
か
な
る
攻
d
J
4
之
J
は
ど
の
脅
威
が
ヘ
占
司
場
合
に

4
J
予
防
前
に
使
用
L
U
J
G
攻
策
を
わ
氷
川
し
、

J

ソ、〆、

ノ
一
プ
ァ
、

北
粧
品
町
ゃ
な
ど
昨
日
一
日
協
を
保
有
［
な
レ
両
に
は
し
と
核
兵
器
を
慢
出
ず
る

川
能
性
に
一
吉
及
し
、
地
下
貫
通
快
果
、
寸
州
中
小
型
一
枚
一
ハ
与
の
開
発
を
な
倒
し
て
い
わ
れ
L
、
核
実
談
再
開
の
準
備
期
間
を
は
泊
し
た

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

よ
う
に
、

ブ
ッ
ン
ュ
政
権
は
牧
丘
ハ
恋
心
役
割
吉
一
い
刊
日
高
め
る
～
さ
ま
ざ
ま
な
和
置
か
れ
追
ぶ
し
て
い
に
F

い
村
口
（
需
の
削
減

ハ
〉
（
け
九
年
凶
月
i
h
i
の
プ
ラ
ハ
A

叫
説
で
、

オ
パ
マ
人
統
領
は
、
「
u恥
円
以
と
ス
ト
山
ク
主
削
一
府
内
「
る
た
め
、

υ
ン
ア
こ
新
た
な
時
一
昨一

兵
器
削
減
条
約
を
交
渉
九

法
的
拘
点
力
ぃ
引
あ
わ
J
f
l

仏
刊
行
山
丈
印
公
新
た
な
灸
約
ケ
ム
7
午
の
一
終
わ
り
ま
と
に
追
求
寸
る

と
述
一
、
L
J
J
し

p
グ

の
M
E
v引
の
阿
口
一
一

E
に
、
初
め
て
の
一
札
口
JH脳
会
誌
な
11
つん

J
ド
ベ
ー
シ
ェ
フ
‘
口
、
ン
ア
ト
八
J枕
2

凶
乙
の
問
刊
で
剖
ペ
ヨ
条
約
交
牛
ゆ
で

て
い
た

示
A
1
v
、

ヴ
J

、
午
」
守

ノ
日

f
J巳

O
C
J
U
Jサ
半
ば
勺
ハ
川
文
で
も
校
斤
ハ
誌
の
削
減
の
必
民
性
心
ι
ボ一州、

J

カ
コ
川
、
訟
で
も
核
兵
誌
の
十
人
柄
削
減
z
也
、
張
し
て C、
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い
ー
に
）
本
凶
の
－
Fi係
U
A
r

川
町
協
会
か
ら
り
亘
河
川
対
す
る
↓
コ
ペ
J

一
八
片
札
月
の
内
科
に
お
い
て
、
ー
本
一
回
と
日
J

ア
は
「
ベ
て
、
り
核
－
K
諒

配
備
中
山
よ
び
主
配
備
、
戦
略
お
よ
び
非
戦
略
の
豆
一
の
、
牧
一
古
川
可
能
な
削
減
吉
ぷ
め
る
べ
き
と
あ
る
c

私
は
第
ゐ
期
の
終
わ
hJ

ま
で
に
、
初
界
的
な
目
蔵
の
大
仰
な
削
一
械
を
実
摘
す
る
た
め
、

υ
ン
ア
ふ
お
よ
び
仙
川
り
官
γ五
八
器
凹
〉
協
万
十
ノ
ア
き
と
pf

約
火
す
る
J

」の

月
に
期
限
切
れ
と
な
Q
S
T
A
R
－
－
条
約
の
ぶ
本
的
な
巴
「
出
品
お
F

仇
び
検
ー
は
の
規
｛
忘
れ
r
一
任
じ
択
す
る
v

〕

／
）
に
い
ン
γ

の
合
G
I
Z
4
H
H
いるこ
L

一
か
り
始
め
る
べ
き
で
あ
る

1

｝
述
コ
ー
、
い
た
υ

フ
ロ
セ
ス
は

二
口
（
｛
九
午

ノ

は
、
す
べ
ζ

け
核
兵
制
作
μい
の
校
後
カ
け
大
隅
削
減
を
継
続
す
る
こ
と
、

。
。
九
年
に
失
効
ず
る
い
災
時
丘
、
持
削
減

か
阜
市
約
～
U
3
r
A
n
n

－）
の
豆
中
久
平
一
足
JUγ

－
延
長
す
る
こ
こ
、
米
口
問
に
お
い
て
一
七
ス
フ
ワ
条
約
z
ぜ
超
え
る

円
相
の
十
人
柄
削
減
に
台
意
ず
る

こ
と
が
い
劫
パ
円
さ
れ
、
い
た
c

ク
リ
J

ト
J

は
「
山
泌
長
守
一
指
名
水
認
公
撤
兵
で
の
治
説
で

米
同
は
い
将
兵
間
前
引
減
に
快
苫
と
と
も
に
取
り
組
む
、
一
と
に
灰
い
り

T
A
R
「
I
F治
滅
す
る
よ
引
に
某
本
的
な
滋
視
J
山
知
一
吐
の
川
崎
｛
じ
を
妊
長
「
る
た
め
心
合
意
を
氾
け
る
zrJ
め
ロ
シ
ア
と
協
力
L
、
以
悶
兵
m
存
心

一
層
心
此
μ刊
の
た
止
の
協
定
に
向
け
て
努
刀
す
る
一
と
述
べ
て
い
る
つ

十
パ

q
政
柊
が
発
足
し

一
円
六
［
内
ク
リ
ン
｝
ン
本
国
務
マ
一
宮
と
弓
r

U

7

3

、
ン
ア
外
相
が
ジ
キ
ト
l
ブ

に
止
へ
効
ナ
る
が
ポ

次
世
略
行
（
芯
削
減
条
約
（

s
i主
R
r
i
一
に
代
わ
る
新
た
な
校
E
E
J制
条
約
に
つ
い
て
、
』
内
日
批
判
衿
を
再
出
刊
す
I
J

針
で
合
誌
が
注
成
さ
れ
に
c

こ
こ
さ
は
、

S
I
A
R
T
ー
の
牧
託
規
ー
ιの
五
誌
と
い
た
ノ
考
え
は
肢
棄
さ
れ
、
剖
た
な
条
約
ヰ
」
九
r
年
中
ピ

追
ペ
ョ
↓
る
こ
口
一
に
は
己
さ
れ
た
c

－du
一円、

メ
ド
ベ
ジ
二
ノ
大
統
領
は
た
ロ
関
係
全
併
に
闘
す
る
共
同
声
明
y

：二

戦
時
攻
明
日
ハ
誌
の
回
の
削
崎
、
ピ
閉
す
る
交
坊
に
つ
い
て
の
共
司
声
明
に
J

丸山一ムロ意
L
た。

I'd 
月

の
米
口
臼
脳
ム
討
議
に
お
い
て
、

マ
ノ

吋
ペ
ノ
コ

品
々
と
、
河
ト
八
統
加
は

T
A
R
T
条
約
Jvr

ペー扶
vrJ
司
令
に
除
、
戦
略
攻
山
辛
口
ハ
誌
の
削
減
T

〕
制
限
に
持
す
る
新
～
店
、
包
括
的
泳
、
法
的
令
d

束
力
為
る
協
定
す
れ
成 s 
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〈り

凶
政
ぱ
問
白
川
人
沙
JY
始
め
る
こ
と
と
決
定
し
た
d

米
同
と
？
ン
f
は
二

け
に
条
約
が
尖
効
寸
る
請
に
こ
の
協
定
デ
ー
締
結

す
る
こ
、
と
す
t
E
凶
、
〆
て
い
る

」
の
悶
速
で
、
交
必
の
代
五
去
に
汁
1
1
以
ト
に
せ
な
，
っ
し

た

グ〉

新
1

V

い
山
岡
，
に
の
ニ
想
は
戦
時
攻
山
下
兵
器
の
削
減
と
制
限
さ
あ
勺
し

12; 

お
い
て
、
斗
事
同
は
、
川
引
い
什
有
幼
l
J

心
。
ニ
ー
の
戦
闘
川
次
官
s
h
u
削
減
に
閲
す
る
E
ス
勺
ワ
条
約
よ
h
も
低
い

将
日
常

戦
時
次
撃
斤
ハ
刊
止
の
削
減
レ
べ
ル
を
直
一
来
す
る
ロ

i3、

析
し
い
J

話
d
w
T
は
、
当
事
一
引
け
安
全
保
院
な
ら
び
に
設
時
攻
本
兵
持
D
P
Y
比
一
円
詑
性
と
否
定
性
を
！
か
互
に
仰
に
た
L
、
G
J
1
A
H
i
 

条
約
り
や
行
い
に
お
日
る
I
」
主
T
U
止の

ら
ね
ら
れ
た
効
来
的
な
検
一
削
れ
川
析
を
ふ
ス
に
）
口

彼
ら
一
は
主
た
ー
父
vM者
に
対
l

つ
ひ
九
年
仁
丹
ま
で
に
一
新
［
い
は
山
之
桁
成
で
速
成
さ
れ
に
進
辰
吉
報
告
す
J

る
J
う
桁
不
L

h

J

G

こ
U
よ
う
に
、
一
世
市
川
悦
撃
兵
器

へ
J
L
て
は
、

4
1ん
の
交
持
が
阿
佐
始
、
子
、
れ
て
お
り
、
検
一
副
規
ど
ん
と

bFJ］
正
式
の
丸
木
札

mm今
年

υJ 

今
月
三
て
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
チ
ー
三
き
れ
て
い
る
d

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

牧
一
主
守
心
削
減
h
m
出
ず
る
も
う

、
戦
術
品
悦
兵
思
L

仰いh
「
る
も
む
で

フ

l
パ
1
提
案
は
、
前
進
記
需
の
奴
距
離
伐
兵

〆ー
ノ

ハー、
り

怒
JY
廃
菜
す
る
ご
1

一、

N
A
T
O山
川
て
お
よ
び
ロ
シ
ア
と
話
し
合
い
、
刈
道
山
比
一
一
核
兵
必
の
続
ム
弘
之
行
ぶ
こ
と
を
提
山
手
し
と
い
ゐ
d

ま

に
、
凹
家
安
全
保
悼
諸
問
グ
ル
ー
プ
も
、
欧
刊
の
本
核
兵
拶
の
撤
去
と
、

口
ン

γ
心
政
桁
牧
兵
務
の
削
川
と
少
数
日
ナ

f
ト
へ
の
統
九
円

ユザ」ん？
U
m
rり
決
め
を
探
光
「
ぺ
き
さ
あ
る
と
制
口
、
ご
し
い
品
、

、）か

L
、
オ
パ
マ
政
権
は
こ
れ
ま
で
の
J

ャ
ろ
、

こ
の
内
開
に
つ
い
て
は
明
常
な
悲
反
主
久
明

ν
て
い
な
い

今
分
ー
は
M
N
A
I
U
粍

戎
ー
ハ
心
開
年
で
あ
り
、
析
に
な
N
主
i
け
の
核
戦
略
が
検
討
さ
れ
る
こ
乙
に
な
っ
て
お
り
、
て
れ
こ
川
J

凶
述
で
」
込
治
さ
れ
る
＆
心

r
考

え
ら
れ
る
ο
冷
戦
期
に
は
そ
の
存
在
の
ん
刊
現
的
な
草
山
花
も
あ
っ
た
が
、
？
で
は
戦
陥
的
に
も
れ
必
裂
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
側

出
も
比
牧
民
問
、
時
制
削
減
お
よ
び
夜
絶
の
プ
ロ
セ
ス
に
A

，uu
y／
γ
Q

べ
き
で
占
め
ろ
う
ハ
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払
刊
年
明
仙
川
闘
す
る
第
一
の
同
肢
と
し
て
、

イ
ハ

γ
は、
J

刀
ゴ
で
の
演
説
山
日
い
て
、
中
原
紫
～
、
叫
ノ
イ
ル
の
本
口
に
工
る
禁
止

bftげ

て
、
協
定
iv一
限
界
的
な
も
の
に
す
る
と
い
う
石
原
を
設

ιす
る
と
注
べ
て
お
り
、
「
、
京
凹
政
権
の
外
交
政
古
川
」
も
、
汁
距
離
ミ
サ
イ
ル

禁
止
の
米
口
協
ど
を
拡
ト
ム
ト
〕
て
協
定
吉
間
以
的
主
主
の

T
る
ー
じ
え
ノ
↓
U
M
J午
、
没
｛
疋
「
る
二
五
三
、
二
l

－
い
る
一

れ
八
人
：
ぃ
引
ー
に
ネ
ノ
潤
で
締
結
さ
れ
、

FJ
で
に
ナ
ノ
ペ

「
ボ
距
離
筏
戦
hり
（

1
N
ド
、
一
条
約
」
は
、
性
別
税
h
（ソ一、｛

j
T判
ア

1
C
O
干
口
ぇ
v

ト
ル
の
出
卜
配
惜
の
す
べ
て
の
ミ
吋
イ
凡
人
セ
出
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

7
4

パ
マ
提
奈
は
h

一
の
射
状
即
艇
の
ミ
サ

ィ
ー
ル
を
世
界
的
に
古
川

1
M
L
寸
っ
こ
す
る
も
の
で
あ
る
n

こ
り
ル
現
時
の
ミ
サ
イ
ル
ム
ケ
似
有

1
る
沼
？
ご
し
て
、
中
耳
、
花
朝
鮮
、

J
1
7
ぺ

イ
ン
ド
、
パ
F

ス
タ
ン
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
心
り
問
題
を
抱
え
て
い
る
～
め
、
叶
下
町
出
に
出
界
的
に
社
h
J
H

一αJ
る、」
ζ

に
は
さ
ま

ぱ
占
ま
白
川
新
が
P

十
川
心
さ
れ
る
乙

7

y

ンユ
φ
叫弘之山手、

－

f

』；；

二（
γ
r
J
二
年
に
ロ
シ
γ
う

L

の
慌
で
、
一
夜
附
波
弔
力
削
減
条
約

を
締
結

L

f一、
＼ノ

年
末
に
、
実
戦
配
滞

〕
荒
川
中
ー
か
ニ
ヒ
コ
〉

F
J♂

÷
f
J
v
p必

L
／

＼

つ
む
に
れ
減
「
る
こ
と
に
ム
志
し
た

か
し

こ
の
引
決
は
米
国
が
ト
心
的
に
実
絡
す
る
f
r
l
t
で

あ
っ
た
も
心
を

口、
J

ア
が
条
約
に
い
司
る
、
」
と
か
」
説
く
市
久
求

L
に
た
め
、
条
約
と
し
た
も
の
で
、
全
主

f
条
が
ら
な
る
祢
め
マ
昨
潔
な

条
約
で
あ
る
d

そ
の
え
め
似
一
昨
に
悶
「
る
規
定
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
、
実
戦
配
fF以
外
の
比
mLW頭
は
条
約
む
象
外
で
、
下
洋
市
民
心
感
叫
棄

あ
る
い
は
運
徹
子
段
心
廃
合
、
も

Y4山
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
粂
約
は
削
h

刊
か
と
川
九
！
二
一
千
摘
さ
れ
る
げ
に
牛
、
効
寸
る
も
の
て
あ
る
午
し
仁
川

、hJ
、
〕
亡
、
牧
一
日
吋
能
性
、
2

小
川
辺
性
、
透
明
性
、
下
測
可
医
叶
な
2
荒
縮
条
約
の
法
瓦
的
な
条
件
を
ま
っ
た
く
満
ー
ー
し
て
い
な
い
も
の

と
あ
っ
七
u

4 

包
括
的
段
実
験
禁
d
条
約
（

c
r
H
j
。〉
批
ilf 

オ
パ
マ
十
八
統
領
は

校
＋
丈
八
い

mJ
の
U
界
的
鋲
止
を
達
成
す
る
た
め

刊
刊
が
政
権
は
包
括
的
絞
実
験
禁

。
ブ
一
ァ
ハ
で
の
沼
一
訟
に
お
い
て

l以人法ナお i.21<'8.＇、 i312:zonJ. n 



止
条
約
一
川
本
凹
に
よ
る
批
併
を
則
巧
に
か
つ
積
極
的
に
追
求
す
る
」

？／｝いけ｝べ一工おり

。。七戸
i
中
出
の
論
L

え
に
h

ぬ
い
て
も

「
我
々
は
田
岡
山
の
長
術
の
品
川
震
な
利
円
γ
J
、
c
I
B
T
日
准
の
租
？
ν～一恥刊の〈
H
U
ロ川町店小成
J

な
日
れ
は
な
ら
な
い
L

ご
と
ピ
強
制
州
、
J

J

L

い

ザ

d’D 
' ァ

ン
ュ
政
権
は
判
L

に
な
L

怯
兵
器
の
開
発
を
も
日
指
L
こ
お
り
、
核
実
験
叫
閣
の
刊
設
悦
を
残
し
、
手
ら
に
核
実
験
再
開
の
m
h

備
期
間
の
短
絡
を
実
行
す
る
な
f

仁
！
日
ー
の
批
准
に
は
百
｛
止
的
で
ゐ
汁
リ

ー
院
で
所
以
一
を
占
め
て
い
十
一
共
和
党
が
丸
九
九

4
r

c
I
B
1
り
お
4
4
十を
rr日記
l

ご
一
路
線
を
椴
統
L
、
ミ
ら
に
反
対
人
心
強
化
し
て
、
つ
り
に
。
オ
パ
マ
政
権
は
ア
れ
ζ

は
周
仰
上
下
約
に
宍
は
h
、

仁
T
B
T
C
批
准
に
当
初
刀
ら
治
史
的
伝
送
品
川
を
一
小
L
て
き
た
u

ブ

ノ〈

包
活
り
前
核
戸
人
数
禁
止
条
約
（
C
T
R
i

の
松
市
に
町
、
げ
と
一
死
で
の
認
党
派
協
議
ケ
↓
判
阿
川
町
「
る
こ
と
、

E
T
zピ
先
ー
切
さ
は
己
る
J

ノ
口
七

λ
士
一
流
択
す
る
ご
と
吉
弘
判
パ
円
し
T
L

い
た
c

ク
リ
ン
ヘ
i

〆
も
そ
の
指
名
泳
部
公
総
会

t
、
包
括
前
校
実
数
禁

止
条
約
心
批
准
に
川
け
、
↓
院
外
ー
父
に
記
長
会
お
よ
び
一
店
伐
と
Y

と
も
に
取
り
組
心
配
E
を
引
確
に
し
て
い
る
臼
家
友
人
l
保
潰
諮
問
ゲ

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

ル
ー
プ
も

モ
ラ
干
し
ソ
ア
ム
の
川
際
的
支
持
わ
γ
強
化
し
、
に
院
で
の
C
1
B
1
批
漁
の
手
続
ぎ
を
原
始
！
一
、

z
夕
、
発
幼
心

円
一
一
的
、
り
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
」
と
一
一
叫
べ
て
い
る
わ

オ
パ
ァ
、
政
権
は
仁
丁
目
i
の
批
准
に
山
げ
て
検
悩
的
な
行
動
hr取
っ
と
い
く
斉
巴
い
れ
ど
鮮
明
に
し
て
い
る
が

」
れ
ま

」
の
下
で
つ
｝

で
の
と
こ
ろ
九
体
的
人
々
助
さ
は
日
灯
、
コ
れ
な
い
上
院
で
の
批
在
の
武
訟
を
円
る
丈
め
に
は
、

一
口
一
ハ
人
中
一
ハ

t
人
の
い
討
戒
が
必
υさ
に
あ

り
、
そ
の
z
y
J

め
共
和
党
同
の
欽
ず
の
賛
成
年
役
得
、
ν

な
け
れ
ば
h
d
ら
な
い
ご

一
口
一
川
市
川
険
分
裂
性
物
語
生
一
庁
ポ
止
条
約
（
ド
M
C
T

の
交
渉

オ
パ
マ
十
八
統
領
は

。
ブ
一
ァ
ハ
｛
同
誌
に
お
い
て

行
ハ
誌
に
必
佼
立
材
料
を
活
断
す
る
ぞ
吟
、
米
同
一
は
核
兵
器
に
使
附
さ
れ
る
枝
分
裂

じ

: f＂人法学； S9、＂l'.10) ~33 CZiiiJP.7) 
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佐川叩日
4
1
Q
牛
涯
を
検
一
此
可
一
陀
必
LJ
十
仏
て
停
止
犬
、
せ
る
日
制
ー
に
必
条
約
ん
ど
追
求
す
る
」
と
山
内
一
べ
て
い
る
わ

オ
ハ
マ
は

A
O
O七
町
中
町
、
の

丈
に
お
い
て
旬
、
℃
、
「
私
は
、
新
た
な
核
兵
部
出
物
資
の
』
芯
主
比
引
に
す
る
日
界
的
な
条
約
父
捗
の
た
め
努
ん
す
る
し
r
述
べ
て
お
句
、

ン
カ
ゴ
の
淡
説
で
も
、
「
兵
器
用
減
分
裂
性
物
質
の
世
界
的
な
パ
市
禁
止
乞
h

よ
め
き
」
と
か
ら
始
め
勺
と
桧
椋
的
な
玄
向
を
は
「
刻
か

L
－
K4
ノ
ア
l

、：～」

i
p
y
v
】

L
7

ヴ
川
提
案
も
、
出
界
的
に
、
日
市
民
改
分
説
性
物
質
の
バ
ー
一
昨
を
惇
1H
づ
る
こ

て
い
る
J
ク
J
ン
ト

／
も
、
指
名
承
認
前
一
九
で
、
拾
…
訓

H44な
袴
分
裂
性
物
質
牛
応
件
土
条
約
の
交
渉
を
刊
さ
返
ら
ぜ
る
た
め
努
力
十
匂
己
中
山
べ
て
い
る

米
一
列
政
y

叫
引
の
山
川
父
政
策
1

に
お
U

J

I

「
弘
、
新
ー
γ
な
核
兵
器
物
質
の
生
砕
か
｝
山
一
間
一
よ
可
能
な
方
法
で
世
界
的
に
治

d
ム
o
J
Q
i
父
が
か
佑
め

る
こ
こ
か
規
定
さ
れ
、
一
米
包
政
r他
心
本
上
7FA
保
障
政
議
t

や
も
、

U
ハ
閉
山
市
イ
オ
れ
の
核
分
裂
性
物
質
の
注
詮
な
終
結
さ
せ
る
検
一
刊
一
可
能

な
条
約
J
q
ァ
タ
ザ
す
る
日
界
的

k
努
わ
を
リ
ー
ド
ヶ
J

る
、
」
と
か
胤
ρ
止
さ
、
れ
と
い
る
η

品
川
町
中
山
沿
抗
争
の
川
』
…
ん
中J
的
問
函
を
』
J

止
さ
は
い
一
る
日
、
心
掛
同
は
、

仁
T
R
i
が
rは
止
し
た
時
に
は
そ

に
父
拐
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

三一
q
d
f

、、
v
n
f

、

う、：～

L
J
J
I

ん
7
日
ま
で
中
人
質
的
交
渉
は
れ
わ
れ
こ
い
立
い

，fL
心
一
つ
の
原
山
は
、
市
i

納
会
議
（
仁
わ
）
に
お
い
て
、
こ
心
交
渉

ど
γ
5
1
7ぺ
く
、
核
軍
縮
、
宇
宙
む
平
常
抗
手
心
的
リ
、
ム
市
結
問
的
安
全
深
誌
の
交
法
も
同
時
に
／
り
つ
べ
k
z
t
で
あ
る
と
い
ろ
じ
」
と
し
て
ι
志
向

盟
ぷ
凹
や
コ
シ
7

・
中
国
の
｝
土
張
が
町
一
あ
っ
た
か
ら
で
為
る
J

も
弓
つ
は
、
米
岡
山
山
一

り
つ
六
ノ
i
山、

ド

M
じ
T
の
え
渉
を
悶
桁
「
ベ

さ
て
あ
る
と

i
張
ナ
る
と
と
も
に
、

ト
M
C
T
の
校

ιは
P

小
川
慌
て
あ
る
の
と
、
険
一
一
一
の
立
い
粂
約
九
ど
k

父
涼
寸
べ
き
で
あ
る
と
ム
丁
張
し
、

多
く
の
同
は
そ
の
張
を
受
け
入
れ
な
か

flhこ
さ
と
い
あ
る
r

ゾ
ソ
ン
コ
政
権
は
条
約
に
よ
っ
て
必
制
手
れ
る

こ
と
を
好
ま
な
い
相
川
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
、
太
一
回
犯
だ
は
、
検
＝
凶
な
、
：
）
い
え
ノ
従
来
の
一
7

ン
セ
／
汁
ス
に
反
寸
る
条
件
を
持
ち
出
す

二
一
に
よ
り
、

九
人
亦
ー
の
も
の
わ
札
γ
ハ

τ託
北
に
す
る
も
の
で
あ
3

三

ー
す
パ
マ
政
株
幻
「
で
父
渉
が
凶
配
本
さ
れ
て
い
る

F
M
じ
T
は
、
検
一
斗
川
「
刊
誌
な
も
の
で
あ
れ
、
同
際
代
会
心
プ
〆
七
、
／
ザ
ス
に
し
悦
う
も

の
で
あ
り
、
手
肢
の
父
渉
の
尚
が
お
よ
び
条
刊
の
成
立
が
ぶ
令
さ
れ
る
ハ

l以人法ナお i.2110.、i31":zonJ. n 



四

校
ヌ
拡
散
政
策

回
開
川
原
ノ
丁
力
機
関
（
I
A
E
A

の
強
化

ー
す
川
マ
大
統
一
州
は
、
フ
ブ
ハ
涜
説
に
お
い
一
1
1

凶
際
ヘ
斗
山
内
ー
を
強
化
ず
る
た
め
、
も
っ
と
多
く
の
資
淑
乙
係
威
が
必
＃
主
で
あ
る
L

と

述
べ
、
1

次
回
政
拾
の
本
一
女
市
保
障
政
ぷ
」
で
も
、

M
門
際
山
引
ル
了
刀
陣
内
闘
が
z
一
、
の
仔
務
に
、
が
安
な
椛
威
、
情
報
、
人
的
資
源
、

出
品
ド
行
ず
る
こ
J
が
で
き
る
寸
つ
｛
ヶ
ー
ノ
て
、
一
出
i

際
h
m
T
h
4
採
訪
を
強
化
す
る
こ
、
と
中
規
定
じ
て
、
二
一
Q

。

、
」
の
口
に
殺
し
て
、
区
｛
本
宮
ヘ
ヱ
似
障
諮
問
グ
ル
ー
プ
は
、
一
米
「
止
ζ

有
也
市
山
一
日
、

－
4
正
弘
似
障
い
灯
置
権
限
の
強
化
に
努
ハ
リ
L
、
直

加
議
r
山
宗
門
へ
の
支
持
を
供
給
の
条
河
J
す
へ
き
で
、

I
A
E
A
が
昭
如
「
る
需
要
に
見
合
う
子
筒
、
f

立
泌
、
技
術
能
力
を
も
っ
よ
当
停

%
ず
ベ
ー
？
で
丸
る
一
と
勧
告
し
亡
い
る
し
米
治
の
r

二
シ
ア
一
ブ
ノ
フ
に
よ
り
i
A
R
A
の
強
化
が
問
ら
、
れ
る
と
考
と
ら
れ
る
が
、
白
町
加

議
定
主
川
の
批
市
bz供
給
の
条
什
と
す
る
一
」
と
に
へ
ゴ
ヤ
ロ
ず
る
の
は
国
離
が

i
う
で
あ
ろ
う
）

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

つ

一
品
反
田
へ
の
備
雫
ん
な
対
応

オ
パ
マ
大
統
領
は

プ
フ
ハ
｛
沼
A

況
に
お
い
て

ル
ー
ル
山
産
反
し
ヒ
凶
あ
る
い
は
旧
阿
佐
な
〈
レ
て
条
約
か
ら
一
服
川
町
し
主
主
J

と
す
る

凹
い
汁
、
以
て
、

J
f、
の
か
っ
川
同
時
の
弘
中
k
v
p
必
主
で
あ
る
と
述
べ
、

ι朝
鮮
が
数
時
間
前
に
弾
注
ミ
サ
「
ル
ユ
会
一
発
射
、
〕
た
ミ

1
E
の

間
違
に
お
い
t
J
U
、

－wl
j
u
は
P
J
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
進
反
は
処
罰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

人
r
や
強
力
な
国
際
的
対
U
を
と

る
時
間
別
で
あ
る
／
一
述
、
て
い
る
J

永
田
政
権
の
料
交
政
ぬ
で
7

へ
ル
ー
ル
ピ
J

窓
口
以

L
て
い
る
に
初
鮮
や
イ
一
－
ノ
／
が
自
動
的
に
強
力

注
目
際
的
制
裁
に
iL而
？
る
よ
う
に
し
て
時
人
拡
技
会
約
を
強
化
L
、
核
拡
枝
、
引
税
亘
に
Mm
り
締
ま
る
意
思
右
表
明
1

／
て
い
る

フ

ノ；

N
F
T舟
y
N
？
の
監
却
ジ
一
強
化
「
る
い
て
て
／
｝
と
も
に
、
久
木
約
沼
反
を
金
亡
d

合
同
を
抑
ー
け
し
、
必
乏
な
ら
対
比
ず
る
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T
段
に
合
意
「
ず
る
こ
と
が
勧
江
じ
さ
れ
て
い
る
P

:l 

山
町
了
力
平
和
利
用
の
制
度
化

プ
｝
ワ
ハ

は
、
「
同
際
燃
料
パ
ン
ク
を
ム
子
日
、
民
宇
い
M
Hハ
了
力
高
力
の
た
め
の
新
た
な
枠
桂
み
を
作
る
ρ

き
で
あ
り
、
各
国
は

拡
散
の
ん
川
険
を
治
大
ず
る
こ
ζ
h
r
n
〈
v
i
和
利
用
に
ア
h

ソ
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
γ
べ
き
で
あ
る
乙
述
べ
、

。
門
一
〉
〕
〈
け
の
p
耐し
y
んでーも

校
兵
器
技
ハ
V
C
拡
散
を
停
止
し
、
ん
叫
一
引
が
し
す
♂
川
判
的
以
子
々
の
が
14は
の
も
と
で
口
九
段
計
州
を
姶
め
る
、
｝
乙
が
で
き
な
ゲ
寸
つ
総
保
L
な

け
れ
ば
な
ら
仕
ー

γζ
い
う
訟
識
を
が
し
と
い
た
U

1

米
一
川
一
の
本
土
安
全
保
除
政
策
1

nI、
牛
小
、

絞
燃
料
が
核
爆
「
川
刊
に
な
る
こ
ζ

壮
一
防
止

す
る
ん
一
め
、
的
叫
む
苛
一
日
叩
遇
、
じ
協
力
し
＼
拡
散
に
導
く
こ
と
な
く
原
子
力
の
憎
ト
へ
「
】
令
長
設
に
U
え
る
h
J

吟
、
新
た
な
五
際
原
十
力
持

込
｜
｜
同
一
一
と
」
に
は
出
際
供
料
パ
ン
ァ
、

凶
際
核
燃
料

TJ人
フ
ル
お
よ
ひ
し
日
川
駅
し
う
る
燃
料
供
給
深
江
が
合
】
ぶ
れ
る
｜
｜
士
投

υ
す
る
と

同
定
し
て
い
る
F

プ
｜
パ
！
従
業
も

山
ノ
フ
／
ゐ
以
前
プ
ロ
セ
ス
の
也
市
内
示
行
う
こ
と
、

ぶh
q
ク
ル
の
危
険
を
ヰ
け
理
計
る

凹
漂
ン
ス
日
ム
を
開
発
「
る
こ
と
ピ
一
的
々
し
て
い
る

4 

J仁

照平

古f

プ
ラ
ハ
波
一
札
で
は
、
「
牝
朝
鮮
目
、
威
嚇
ゃ
存
法
！
な
兵
器
山
一
夜
得
に
よ
っ
て
は
、
安
ん
保
障
と
＃
欲
、
の
涜
は
決
〆
て
ど
ん
剖
叫
し
な
い

二
一
を
“
い
る
べ
き
で
あ
る
c

ず
べ
て
の
M
門
は
よ
り
強
々
一
日
日
界
的
レ
ジ
ー
ム

に
鳴
り
す
べ
き
さ
あ
る
」
北
削
抑
制
に
ん

t
川
を

J法、
℃
さ
せ
る
一

2J一
庁
々
を
か
け
る
た
の
JM力一
J

べ
き
で
あ
る
」

と
述
ヘ
、

ま
た
軍
ー
備
泊
述
鴻
会
へ
の
凶
符
で
は
、
「
必
部
制
に
汁

し
て
は
、
以
来
会
主
み
U
γ
こ
ζ

り

つ
叶
出
領
前
九
仏
外
交
を
温
水
L
つ
つ
け
る
こ
に
、
地
7
h
、
叱
戟
鮮
が
そ
の
義
務
を
版

l以人法ナお i.2112.、i31ii:zonJ. n 



J
Fる
こ
と
が
問
、
り
h
ζ

は
？
な
い
限
り

お
け
る
五
舟
響
力
ぞ
議
hJ
一
兆
六
、
な
い
と
注
べ
て
い
る
J

「

ブ

ノ

イ
プ
｝
ワ
ハ

は
、
「
殺
が
政
憶
は
相
け
引
刊
誌
お
F

仇
び
栴
ぶ
尊
重
に
志
づ
き
イ
つ
〆
／
｝
の
関
ラ
政
時
点
を
辺
ぷ

γ
る
。
次
々
は
出
切
っ
か

国
際
司
会
に
お
い
て
イ
ソ
ン
が
ー
止
し
い
羽
杭
を
取
る
こ
乙
永
祐
司
す
る
J

イ
ラ
J

は

層

の

孤
げ
や
国
際
的
外
力
と
品
川
在
的
比
牧
草
備
競
争
を
逃
ぶ
こ
こ
に
な
る
i

と
述
ペ
ー
た
。

ク
リ
ン
｝
ン
ぽ
務
長
行
い
は

（
｛
ノ

C
九
平
四
月
三
り
一
抗
外
交
否
一
ハ
弓
ム
訂
公
聴
会
に
お
い
て
、

イ
ラ
シ
は
民
バ
ノ
政
浪
で
成
功
す
る
υ
、
ろ
う

と
し
、
持
弓
J

攻
策
と
し
て
米
当
は
完
全
に
半
＋
一

y
u
ピ
ス
に
J

会
加
し
と
お
り
、
そ
れ
ど
記
、
え
て
子
一
7

〆
を
ア
ワ
ガ
コ
ス
タ
ン
に
持
72

る
会
議
に
M
t
待
し
、

重
路
線
で
行
動
し
て
お
打

年
頃
の
間
際
社
た
に
お
げ
る
U

川鳴を
h
N
化
し
て
い
る
と
述
べ
、

し
か
し
我
々
は

々
の
努
刀
mr
花
r
h

什
洩
れ
た
り
、

プ
口
て
ス
が
成
山
叫
し
に
い
均
一
一
日
に
は
強
硬
た
引
制
f

叫
が
必
史
に
な
る
と
述
べ
て
い

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

、
ザ
イ
ル
防
衛

オ
パ
マ
大
統
領
が
。
J
フ
ハ
で
行
J
i
h

～
演
説
で
は
、

f
フ
ン
の
絞
お
よ
ひ
弾
近
ミ
サ
イ
ル
は
真
の
た
成
で
ゐ
る
2
し
、
品
工
コ
と
ポ
i

ラ
ン
ト
は
易
投
に
も
ミ
ナ
「
ル
川
市
内
受
け
入
れ
に
台
玄
、
〕
に
と
追
べ
た
後
、

「
イ
ラ
ン
か
ら
の
品
リ
？
以
げ
つ
継
続
す
る
限
り
、

我
々
は
、
背

uhu
対
効
M

た
が
艮
く
か
っ
一

ι則
さ
れ
た
ミ
サ
イ
レ
防
符
シ
ス
ア
ム
包
弘
法
め
る

こ
叫
べ
て
し
る

」
れ
は
ブ
ラ
ハ
で
の
演
説
で
あ
り

p
グ

こ
で
1
d

償
応
対
効
果
が
良
〈
か
つ
証
明
さ
れ
た
ミ
汁
イ
ル
防
府
一
／
一
一
一
」
一
わ
れ
て
い
る
ド
で
一
ノ
に
、

ヴ
ワ
バ
マ
は
ミ
汁
イ
ル
防
品
川
に
つ
い
て

は
、
台
一
打
め
で
怯
唱
な
山
北
山
孔
？
宮
、
」
れ
ま
で
表
明
し
て
台
て
い
る
υ

市
中
簡
管
注
波
ム
ー
へ
の
目
祥
三
法
、
欧
州
で
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
も
合
め
て
い
か
は
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
も
、
配
備
↓
5
4
G
前
に
、
機
能

: f＂人法学； S9、2いおお7CZiiiJP. 7) 
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す
る
と
お
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
じ
〆
、

か
る
た
、
り
い
す
も
の
国
家
f

は
な
く
、
川
門

世
紀
り
真
心
脅
は
は
弾
近
、
、
ナ
イ
ル

山
呪
ピ
陸
、
え
て
詐
討
な
咳
！
装
笠
十
一
一
同
輸
す
る
下
行
リ
ス
ト
で
あ
る
の
で
、

1
サ
ィ
ル
向
島
い
で
は
な
く
、
」
ち
ら
の
方
に
費
L
庁
を
も
つ
よ
凶

ず
べ
き
で
あ
る
ャ

ζ

守
強
前
、
J

て
い
る

フ
？
パ
ー
提
茅
は
、
協
調
的
句
、
サ
イ
ル
防
役
一
お
よ
ひ
口
湖
雪
山
川
、
ン
ス
フ
ム
の
川
同
党
に
向
け
て
の
六
人
技
を
行
う
ご
と
を
勧
告
し
て
い

る

五

核
↑
フ
ロ
汁
rhur
以
治

校
物
府
HJ
の
厳
垂
な
色
川
崎

ア
ラ
ハ
涼
一
訟
で
は
、
一
世
存
中
正
す
：
↑

新
た
な
苫
際

的
努
バ
ャ
jhv
始
め
る

ひ
っ
七
年
の
八
一
昨
人
で
も
こ
の
間
忠
吉
型
地
L
、
第
一
心
諜
垣
と
し
て
、

と
オ
パ
マ
は
出
べ
zrJ
が、

札一川市川
hfhp吻

出
に
あ
る
す
べ
て
の
校
一
片
器
と
日
開
物
質
や
町
一
午
以
昨
い
に
厳
重
に
h

訟
は
す
る
た
め
む
戸
制
仲
間
仕
努
H
J
P
J心
作
品
υ
し
な
け
れ
日
な
ら
な
い

注
べ
と
い
ι
j
d

ご
の
問
題
は
、
「
本
国
政
権
の
外
交
政
業
て
も
、

1

本
凶
政
権
心
本
上
安
全
日
体
必
政
策
勺
、
も
規
定
さ
れ
と
お
け
、
政

権
の
中
心
的
部
川
町
四
2

G
っ
て
い
る
に

い
ん
土
品
リ
ん
の
政
帯
、
綱
領
に

b
い
E
も
こ
の
問
題
の
毛
布
一
性
が
認
識
J
C
れ
、
「

tυ
多
く
の
同
が
一
一
只
訴
を
求
め
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も

多
く
の
日
切
所
で
す
！
物
質
が
恥
霊
山
管
制
と
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
な
の
で
、

ネ
ロ
リ
ス
ト
が
核
兵
芯
ま
た
は
り
ぞ
れ
今
、
製
造
ャ
る

W
W
H
r攻
作

ず
る
ζ

い
う
胤
大
」
2
2付
成
に
我
々
は
市
ぃ
一
し
て
い
る
」

ζ

池
ペ
つ
れ
て
い
る
。

フ
？
パ
ー
提
茅
に
い
b

い
て
も
、
引
い
界
干
の
椋
只
お
お
も
民
び
兵
m
自
殺
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
丹
波
利
山
ヴ
ン
ム
マ
ム
枇
卓
に
管
述

F
る、」
y

」、

兵
器
ζ

牧
物
質
の
似
体
安
長
洪
を
UA界
的
げ
い
で
き
る
だ
日
古
川
い
も
の
に
す
る
作
条
仕
加
浅
さ

rる
、
｝
乙
が
役
告
、
予
れ
て
い
に
U

l以人法ナお i.2114.＇、 i318:zonJ. n 
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つ

一
品
川
士
い
な
校
輸
送
の
停
d
と
川
際
制
度
の
強
化

プ
ラ
ハ
涼
一
札
で
は
、
「
開
市
場
を
崩
壊
さ
止
、
移
送
ー
の
桜
物
質
古
川
附
旬
、
〕
て
応
ト
ト
ー
財
政
的
三
A
H
を
い
」
ー
し
て
こ
の
九
1

険
な
貿
易

ユ
ザ
」
八
市
一
組
、
え
さ
せ
る
た
め
の
努
む
を
強
”
川
、
ζ
川
け
れ
ば
作
品
、
勺
？
な
い
と
述
べ
、

1

拡
散
防
止
地
知
｛
P
5
1
）
や
校
一
ノ
U

こ
戦
つ
地
球
的

f
一
、
ご
／
一
ノ
イ
プ
と
い
っ

T
Hん
々
を
、
住
久
的
な
川
際
制
乏
に
変
え
る
べ
き
立
あ
る
」

と
述
べ
仁
い
る
。
「
vL

六
日
政
権
心
木
一
定
九
九
保

障
政
策
」
て
ー
も
、
今
一
辺
市
お
よ
び
阿
止
の
努
力
を
強
化
了
る
で
め
、
大
戸
王
妓
壊
氏
店
、

り
の
話
搬

f
没
お
も
仏
び
関
山
泌
物
質
の
山
町
一
丸
一
を

旧
民
バ
前
二
停
止
さ
一
な
る
こ
と
を
司
的
J
す
る
山
界
的
ィ
モ
ン
ア
ァ
ィ
ブ
て
あ
る
P
Q
J
i
を
引
度
化
す
る
こ
規
定
L
て
ρ
る。

勺
札予

校
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
間
際
会
議

ア
ラ
パ
ー
列
J
」戸、立、

ノ

J

一

z

l

、
」
れ
ら
の
努
力
hv
抗
政
ず
る
も
の
と
し
て
、
米
｛
山
は

年
以
内
に
核
七
ふ
ユ
リ
テ
メ

rL
間
ず
る
地
球
的
叶

～、
r
N
r問
岡
山
泣
す
る
一

2
述
、
、
一
本
凶
政
花
心
事
l
安
全
保
苦
情
政
策

こ
は
、
枝
子
F

つ
古
川
沖
J

け
す
る
い
F

～二
7

、
の
開
催
と

L
て
、
核

オパ、'21；年G）松下下；ll＇羽小 jf,以I?1!1i

ア
門
一
訪
は
に
ワ
い
て

AJEナ
ノ
三
一
め
、

M
速
安
ム
l

川
甲
山
間
四
球
事
会
常
仔
理
事
例
…
。
よ
ひ
似
の
重
安
同
心
指
導
v
n
C
庁、、

fh
を

一一〉ご
hi

r
、J
J

’十

一
お
よ
び
（
て
の
校
定
期
的
に
）
開
催
す
る
ご
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
乙

"・ 7~＇ 

ひ：

ゾ

y

ン
ヱ
政
柊
の
一
方
エ
義
か
ら
多
同
附
了
英
内
、
式
力
主
メ
コ
仁
川
〕
ん
の
政
れ
か
ら
外
？
父
へ
、

オ司、
7
4
r
六咋除っちゾ、、札＋ふ、

：
E
j
r
j

！：！ 

γ、
岡
山
利
v
M

の
み
か
、
J
M
門
際
社
会
の
利
諮
を
も
ん
同
む
も
の
へ
、
対
立

口市品川円
J

＼
乙
大
き
く
り
ゲ
の
い
轄
を
芳
干
犯
し
て
お
り

ム啄
Tm
拡

そ
の
向
山
が
ぬ
仏
右
と
あ
る
ま
た
プ
ァ
ン
L

政
時
ー
に
は
作
十
忙
し
な
か
っ
た
「
ハ
桜
丘
ハ
早
川
の
な
い
刊
界

の
エ
張
J
r
y
t又

お
い
て
4

け
入
れ
つ
つ
、

米
川
直
一
は
指
導
的
役
主
立
を
果
た
す
べ
川
本

E
U止
で
は
実
羽
ア
公
司
慌
で
あ
る
〆
｝
し
て
、

先
生
「
の
い
け
川
力
を
点
止
つ
つ

: f＂人法学； S9、＂I可） ~＂＂ CZiiiJP' ' l 
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